
　「文字に全く興味が無く、本を手に取

らないので、本って楽しいものだと知っ

てほしくって･･･。」「子どもが自分で、

わいわい文庫を操作して読み、面白

かったねと一緒に会話ができて良かっ

たです。」

　昨年の夏、読書相談に来られたお母

さまの言葉です。

　狛江市立狛江第三小学校では、2016

年よりわいわい文庫を導入しました。

本のタイトルごとにCD－ROMへ分割し、

貸出用のバーコードを付けました。該

当する書籍には、「デイジーあります」

のマークが付いています。

学校図書館が保障する「読み」
　小学校では、入学してすぐに文字の

読み書き学習が始まります。読み書き

のつまずきは、学年が進むにつれて学

校生活のさまざまな場面で影響が見ら

れます。学校図書館はすべての人の

「読み」を保障する機関です。読みづら

さによって情報アクセスから遠ざかる

子どもが出ないように読みの支援を積

極的に行う必要があります。利用者に

図書館が開かれた場であることを伝え、

図書館内でいろいろな読みを体験でき

ることを目的として、学校図書館内に

ミニブースを設け、「わいわい文庫」の

ブルー版での視聴を可能にしました。

また家庭に持ち帰って読めるように子

どもや保護者に貸出を行っています。

■読みに困難のある子どもたちへの実践事例

学校図書館で自分に合った読み方を見つけよう！

東京都狛江市立狛江第三小学校
学校司書　青木和子
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教育相談員・特別支援教室から
広がる反響
　「わいわい文庫」の導入は、狛江市内

の学校図書館では初めての試みでした。

特に反響があったのは、教育相談員や

特別支援員の方々です。「わいわい文

庫」の利用が可能になり、CD－ROMで

の貸出を行っていることをお伝えする

と、読みに悩みをもっている保護者の

相談窓口として学校図書館を紹介して

くださるようになりました。

　読み書きのつまずきは、学年が進む

につれて問題が複雑になり、子どもの

心理的負担も大きくなります。できれ

ば低学年のうちに不安要素に気づき、

どのような手立てが必要か支援方法を

考えられるとよいでしょう。

　そのために学校司書は、さまざまな

場面で小さな声かけをするとともに、

保護者と接点を持ち対話ができる環境

を作るよう心がけています。ここ数年

の取り組みで、特別支援教室や学級担

任が、保護者に学校図書館での取り組

みを伝えてくださるようになりました。

読みの相談で学校図書館に行けば、何

かヒントが貰える。保護者のみなさん

はそのように考えて、図書館の扉を叩

いてくださいます。

「わいわい文庫」の活用に向けて

　2016年「障害を理由とする差別の解

消の推進に関する法律」の施行は、合

理的配慮の提供の義務化と計画的・継

続的な基礎的環境整備を求めています。

本校でも同年６月に「わいわい文庫」

を申請し、校内で設置できないか検討

を始めました。「わいわい文庫」には「障

害のある方以外に提供」を禁止する項

目があり、校内で活用を進めるには個々

の子どもが困難を抱えているかどうか

の判断が必要になります。

　そこで、学校図書館を運営している

活用委員会の先生方に視聴してもらい

ながら、「わいわい文庫」の導入方法に

ついて検討会議を行いました。検討会

議で導入までの流れを確認し、図書の

時間（全クラス週１回）でマルチメディ

アDAISY図書について説明し、学校司

書が子ども一人ひとりに聞き取り調査

を行うことになりました。

　2016年２学期に３年生を対象に実施

し、結果を検討会議にあげ、３学期に

は２年生以上に実施しました。（５年生、

６年生は全体説明のみ）

　2017年以降は、毎年２年生の３学期

の図書の時間に実施することが決まり

ました。「わいわい文庫」の視聴と読み

に対する聞き取り調査は以下の通りで

す。

　聞き取り調査の手順：①クラス全体

に図書の時間の流れを説明する　②借

りる本を選び席に着き、読書に集中す

る時間を設ける　③一人ずつ「わいわ

い文庫」のブースに来てもらい、他の
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児童から離れた場所で聞き取りを行う。

　聞き取る項目は、①本を読んでいる

時に目が疲れる、ぼやけて見えにくい、

チカチカするといったことはあります

か？  ②音読は好きですか？  ③「わい

わい文庫」を視聴します。「タイトル」

の文が流れます。お話を聞く前に、ど

んな本か第１ページ目を音読してみて

ください。 ④操作を教えます。一人で

使えるようになってください。 ⑤マル

チメディアDAISY図書の特徴を伝えま

す。文字の大きさ・ハイライト・色替

え・読むスピードを変えることができ

ます。

　この聞き取りは、検査ではありません。

学校司書が読みについて悩みがあるか

本音を聞き、読むための手段はいろい

ろあることを知らせ、子どもたちの実

態を知り、今後の支援に活かすのがね

らいです。２年生の３学期は読みの個

人差がはっきりする時期です。「わいわ

い文庫」の操作を覚え、このような機

器が学校の中にあることを体感しても

らいます。

　聞き取り調査の問い①で「見えづら

い」と答えた子どもには、カラーフィ

ルターによる背景色の変更を紹介し、

読みやすい色があれば、使うように渡
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します。カラーフィルターは緑・青・

赤・黄色の４色です。このフィルター

を高学年になっても使っている子ども

もおり、担任からも「使い続けていま

すね」とコメントがありました。

　聞き取り調査を実施した後、読むこ

とにつまずきを抱える子どもに対して

は、著作権法第37条第３項に基づき作

成されたマルチメディアDAISY図書な

どの利用について、学校図書館が行う

確認項目を作成し、「わいわい文庫」の

貸出を可能にしています。当初「わい

わい文庫」が利用できるWindowsＰＣ

は１台のみで、複数の子どもに対応が

できなかったのですが、伊藤忠記念財

団より2019年にiPad １台の貸与を受け

て活用場面が広がるようになりました。

校内の協力体制
　読み書きの不安は、学校生活の中で

子どもの何気ないしぐさに現れること

がありますし、推察がむずかしい時も

あります。図書の時間で子どもの様子

に変化があった場合は、教育相談員・

特別支援教室の教諭・学級担任に伝え、

意見交換をします。手立てを考える際

には、司書教諭・校内委員会・教育委

員会指導室（図書館や特別支援の担当

者）に相談します。子どもの様子を慎

重に捉えるよう、学校司書だけで判断

せず、必ず多方面からのアドバイスを

得ます。

　本校の情緒固定あおば学級・特別支

援ひまわり教室からは、マルチメディ

アDAISY図書以外のさまざまな読み書

きに関する支援方法を教えていただい

ています。

これからの活動
　読みづらさは、学習内容が定着しな

い要因でもあります。音声で理解が進

むのであれば、代替手段をすすめるこ

とも必要です。これからの学校図書館

には、文字を音に変える機器や代読

サービス・サインの工夫・ＬＬブック

などの読みやすい本や多様な資料を用

意する・公共図書館からDAISY図書を

借りるしくみを整えるなど、検討すべ

き事柄が数多くあります。環境面での

整備を進めつつ、専門分野の先生方の

知恵をお借りしながら、利用者の声に

耳を傾け、これからも学校図書館の取

り組みを考えていきたいと思います。

　結びになりましたが、このようなす

ばらしいマルチメディアDAISY図書「わ

いわい文庫」を提供くださいました伊

藤忠記念財団のみなさまへ御礼を申し

上げますとともに、これからもより一

層、学校図書館へのご支援をいただけ

ればと思います。
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